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「
法
の
支
配
」
と
は
、
最
狭
義
で
は
、
「
様
々
な
決
定
が
'
裁
量
を
ま
じ
え
ず
、
周
知
の
原
理
ま
た
は
法
律
を
適
用
し
て
行
わ
れ
る
」
こ

と
に
よ
っ
て
、
個
人
が
政
府
の
窓
意
か
ら
守
ら
れ
る
法
制
度
を
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
の
よ
う
な
法
制
度
は
、
政
府
及
び
国
民
が
法
を
尊

重
す
る
社
会
に
し
か
存
在
し
な
い
。
法
の
支
配
に
つ
い
て
は
、
我
々
は
み
ん
な
あ
ま
り
に
も
当
然
の
原
則
と
考
え
て
い
る
。
法
学
教
育
及

び
法
律
実
務
に
従
事
し
て
い
る
我
々
で
さ
え
、
研
究
及
び
活
動
の
分
野
が
狭
い
た
め
、
、
法
の
支
配
が
社
会
の
円
滑
な
運
営
の
た
め
に
い
か

に
重
要
で
あ
る
か
を
あ
ら
た
め
て
考
え
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

】
E
サ

1
般
に
欧
米
の
法
律
家
た
ち
は
'
法
の
支
配
が
行
わ
れ
て
い
な
い
と
し
て
社
会
主
義
諸
国
へ
特
に
東
欧
諸
国
を
批
判
す
る
。
し
か
し
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
や
日
本
の
よ
う
な
民
主
主
義
国
に
お
い
て
も
'
法
の
支
配
は
一
つ
の
理
想
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
想
起
す
べ
き
で
あ
る
。

我
々
は
法
の
支
配
を
望
み
、
あ
こ
が
れ
る
が
、
そ
れ
を
完
全
に
実
現
す
る
こ
と
は
お
そ
ら
-
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
へ
民
主
主
義
社

会
に
お
い
て
さ
え
も
、
個
人
的
ま
た
は
政
治
的
利
益
の
た
め
に
法
の
支
配
を
覆
そ
う
と
す
る
試
み
る
人
々
が
常
に
存
在
す
る
o
ロ
サ
ン
ゼ
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ル
ス
の
ロ
ド
ニ
ー
葺
ン
グ
(
R
o
d
n
e
y
K
i
n
g
)
裁
判
及
び
そ
れ
を
契
機
と
し
て
生
じ
美
市
民
暴
動
は
、
我
々
が
法
の
支
配
か
ら
遥
か
に
遠

い
と
こ
ろ
を
さ
ま
よ
っ
て
い
る
状
況
を
示
す
好
い
例
で
あ
る
。

1
般
に
は
、
中
国
は
法
の
支
配
を
認
め
て
い
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
二
九
八
九
年
六
月
四
日
の
北
京
の
天
安
門
広
場
で
の
事
件
は
こ

れ
を
確
信
さ
せ
た
で
あ
ろ
う
。
こ
の
講
演
の
目
的
は
、
法
の
支
配
が
中
国
に
花
開
-
ま
で
に
は
実
際
に
は
、
ま
だ
遠
い
道
の
り
が
あ
る
が
、

法
の
支
配
の
考
え
方
の
種
は
す
で
に
中
国
の
肥
沃
な
土
壌
の
上
に
蒔
か
れ
、
柔
ら
か
い
が
し
っ
か
り
と
し
た
新
芽
が
芽
生
え
、
間
断
な
く

滋
養
が
与
え
ら
れ
'
新
芽
は
申
し
分
な
-
成
長
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
具
体
的
に
示
す
こ
と
に
あ
る
。

(
蝣
-
i
)
　
H
e
n
r
y
B
l
a
c
k
,
B
l
a
c
k
'
s
L
a
w
D
i
c
t
i
o
n
a
r
y
,
5
t
h
e
d
.
(
1
9
7
9
)
,
p
.
1
1
9
6
〔
訳
者
註
‥
同
書
6
t
h
e
d
.
で
も
同
様
の
記
述
が
み
ら
れ
る
〕
o
中
国
で
も
類

似
の
定
義
が
さ
れ
る
o
た
と
え
ば
、
栗
勤
-
李
放
編
・
中
華
実
用
法
学
大
辞
典
(
書
林
大
学
出
版
社
へ
吉
林
、
1
九
八
八
年
)
　
1
二
〇
四
⊥
二
〇
五
頁
・

(
~
)
　
R
i
c
h
a
r
d
T
h
o
r
n
b
u
r
g
h
,
"
T
h
e
S
o
v
i
e
t
U
n
i
o
n
a
n
d
t
h
e
R
u
l
e
o
f
L
a
w
"
,
F
o
r
e
i
g
n
A
f
f
a
i
r
s
,
6
9
.
2
(
S
p
r
i
n
g
1
9
9
0
)
p
p
.
1
3
-
2
7
.
T
a
l
b
o
t
D
'

A
l
e
m
b
e
r
t
e
,
"
T
h
e
C
h
a
n
g
i
n
g
F
a
c
e
o
f
L
a
w
D
a
y
:
t
h
e
R
u
l
e
o
f
L
a
w
a
n
d
D
e
m
o
c
r
a
c
y
M
u
s
t
T
r
i
u
m
p
h
i
n
E
a
s
t
e
r
n
E
u
r
o
p
e
"
,
A
m
e
r
i
c
a
n

B
a
r
A
s
s
o
c
i
a
t
i
o
n
J
o
u
r
n
a
l
,
M
a
y
1
9
9
2
,
p
.

二
　
中
国
に
お
け
る
法
の
歴
史

中
国
に
お
け
る
法
の
支
配
を
よ
-
理
解
す
る
た
め
に
は
'
中
国
に
お
け
る
法
の
歴
史
を
理
解
す
る
こ
と
が
先
決
で
あ
る
。
古
い
時
代
の

中
国
で
は
、
我
々
が
欧
米
で
認
識
し
て
い
る
よ
う
な
法
の
役
割
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
関
係
は
、
法
で
は
な
く
、
儒
教

G
>

の
「
礼
」
へ
あ
る
い
は
「
儀
式
(
r
i
t
u
a
l
)
J
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

中
国
に
近
代
的
な
法
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
完
二
年
の
中
華
民
国
の
建
国
以
後
で
あ
る
O
そ
の
後
も
、
数
十
年
に
わ
た
る
内
戦
の
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た
め
に
法
制
度
の
発
展
の
速
度
は
非
常
に
遅
々
た
る
も
の
で
、
法
の
支
配
の
発
展
の
速
度
は
さ
ら
に
ゆ
っ
-
り
で
あ
っ
た
。
主
に
欧
州
大

B

陸
の
制
度
に
基
礎
を
置
-
法
制
度
は
'
一
九
二
〇
年
代
か
ら
一
九
三
〇
年
代
に
共
産
主
義
中
国
に
よ
つ
て
発
展
さ
せ
ら
れ
た
。
し
か
し
、

毛
沢
東
(
M
a
o
Z
e
d
o
n
g
)
が
蒋
介
石
(
C
h
i
a
n
g
K
a
i
s
h
e
k
)
及
び
国
民
党
政
府
を
倒
し
、
1
九
四
九
年
に
中
華
人
民
共
和
国
を
樹
立
し
た

1

蝣

r

'

l

と
き
、
新
政
府
の
最
初
の
仕
事
の
一
つ
は
、
国
民
党
の
「
反
動
的
」
法
制
度
を
廃
止
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

中
華
人
民
共
和
国
の
初
期
に
は
'
立
法
及
び
法
の
支
配
が
押
し
進
め
ら
れ
た
o
 
l
九
五
四
年
の
憲
法
と
並
ん
で
、
土
地
改
革
法
へ
婚
姻

法
へ
及
び
、
刑
法
草
案
な
ど
の
多
-
の
重
要
な
法
が
起
草
さ
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
始
ま
り
、
文
化
大
革
命
(
一
九
六
七

年
か
ら
七
六
年
)
で
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
達
す
る
時
期
に
、
中
国
に
お
け
る
法
の
支
配
は
撤
廃
さ
れ
た
.
1
九
五
八
年
に
毛
沢
東
は
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

「
我
々
は
、
法
の
支
配
(
法
治
)
よ
り
も
人
に
よ
る
支
配
(
大
治
)
を
選
ぶ
。
す
べ
て
の
人
民
が
人
民
日
報
の
社
説
に
従
っ
て
い
る
。

(
6
)

い
ま
、
法
の
必
要
性
が
ど
こ
に
あ
ろ
う
か
。
」

現
代
の
中
国
の
法
制
史
家
は
1
致
し
て
、
こ
の
時
期
を
非
難
し
て
い
る
.

「
こ
の
独
裁
政
治
の
時
代
、
法
は
存
在
し
た
が
、
遵
守
さ
れ
な
か
っ
た
。
実
際
へ
取
り
立
て
て
言
う
べ
き
法
制
度
は
な
か
っ
た
。
独

裁
者
は
何
人
を
も
思
う
が
ま
ま
に
逮
捕
L
へ
処
罰
し
、
多
-
の
事
件
を
不
当
に
訴
追
し
た
。
人
民
は
、
林
彪
(
L
i
n
B
i
a
o
)
と
四
人
組

の
全
体
主
義
的
独
裁
政
治
の
下
で
大
い
に
苦
し
ん
だ
。
人
民
は
苦
い
教
訓
を
学
ん
だ
が
、
そ
の
お
か
げ
で
、
革
命
的
な
法
制
度
を
強

(
7
)

化
す
る
こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
人
々
の
理
解
が
深
ま
っ
た
。
」

l
九
七
八
年
へ
よ
り
正
確
に
は
、
l
九
七
八
年
l
二
月
の
第
二
回
共
産
党
大
会
第
三
次
全
体
会
議
(
「
第
三
次
総
会
」
)
は
、
法
の
支
配

へ
の
回
帰
と
中
国
法
制
度
の
発
展
の
新
た
な
始
ま
り
と
な
っ
た
o
過
去
1
五
年
間
の
大
き
な
誤
り
を
認
識
し
っ
つ
'
中
国
の
指
導
者
た
ち

は
再
び
法
制
度
の
発
展
を
押
し
進
め
た
。
あ
る
人
の
言
葉
に
よ
れ
ば
'
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「
人
民
は
'
文
化
大
革
命
の
混
乱
の
一
〇
年
間
の
、
少
数
の
人
々
の
無
法
ぶ
り
ヒ
大
暴
れ
に
う
ん
ざ
り
し
た
。
今
や
、
人
民
は
、
国

は
法
な
し
で
は
成
り
立
た
ず
、
法
の
存
在
は
秩
序
の
存
在
に
つ
な
が
り
へ
法
の
不
在
は
無
秩
序
に
つ
な
が
る
と
い
う
事
実
を
深
-
哩

Q

解
し
た
。
」

第
二
回
共
産
党
大
会
第
三
次
全
体
会
議
が
発
表
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
人
民
の
民
主
制
を
護
る
た
め
に
、
我
々
は
、
社
会
主
義
法
制
度
を
強
化
し
、
民
主
制
を
制
度
化
L
へ
法
典
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
.
我
々
は
、
制
度
及
び
法
律
に
安
定
を
も
た
ら
し
'
継
続
性
と
最
高
の
権
威
を
与
え
、
『
拠
る
べ
き
法
律
が
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
法

律
は
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
'
法
律
を
厳
し
-
執
行
し
て
、
法
を
犯
す
一
切
の
者
が
処
分
を
受
け
る
』
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら

I
7
,
)

H
こ
の
講
演
で
は
'
中
国
に
お
い
て
も
他
の
国
々
に
お
け
る
と
同
様
、
法
の
支
配
が
広
-
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
と
い
う
仮
説

を
証
明
す
る
た
め
、
私
は
'
現
代
の
中
国
の
法
学
の
三
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
法
学
教
育
・
法
改
革
・
法
理
論
を
中
心
に
論
じ
た
い
と

思
う
。(

<
*
>
)
　
F
r
a
n
z
M
i
c
h
a
e
l
,
 
"
T
h
e
R
u
l
e
o
f
L
a
w
 
i
n
 
T
r
a
d
i
t
i
o
n
a
l
,
N
a
t
i
o
n
a
l
i
s
t
a
n
d
C
o
m
m
u
n
i
s
t
C
h
i
n
a
"
,
C
h
i
n
a
Q
u
a
r
t
e
r
l
y
,
9
(
1
9
6
2
)
,
1
2
4
-
4
8
,

1
2
6
.
マ
イ
カ
ル
教
授
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
成
文
の
刑
法
典
は
存
在
し
た
が
へ
ほ
と
ん
ど
の
関
係
は
h
 
l
般
に
「
礼
」
と
呼
ば
れ
る
、
通
常
は
成
文
で
は

な
い
道
徳
規
範
に
よ
っ
て
規
律
さ
れ
て
い
た
　
(
I
d
)
。

(
-
*
)
　
I
d
,
a
t
1
3
3
-
3
4
.

(
5
)
一
九
四
九
年
九
月
二
九
日
に
公
布
さ
れ
た
、
中
華
人
民
共
和
国
の
共
同
綱
頒
(
中
華
人
民
共
和
国
の
最
初
の
憲
法
)
の
第
一
七
条
は
'
「
反
動
的
な
国
民

党
政
府
が
人
民
に
押
し
っ
け
て
い
た
す
べ
て
の
法
律
及
び
規
則
へ
並
び
に
、
司
法
制
度
は
廃
止
さ
れ
、
人
民
を
保
護
す
る
法
律
及
び
規
則
へ
並
び
に
、
司

法
制
度
が
こ
れ
に
代
わ
る
。
」
と
定
め
て
い
た
。

(
6
)
　
子
浩
成
「
法
学
領
域
十
年
来
的
重
大
論
争
和
教
訓
(
法
学
の
領
域
に
お
け
る
過
去
十
年
間
に
お
け
る
重
要
な
論
争
及
び
教
訓
)
」
法
学
八
九
巻
三
号
ニ
ー
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五
貢
　
(
一
九
八
九
年
三
月
)
o
た
だ
し
、
引
用
の
原
典
に
あ
た
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
o

(
7
)
　
監
全
普
「
三
十
年
来
我
国
法
規
沿
革
概
況
　
(
最
近
三
十
年
間
の
中
国
法
入
門
)
」
　
(
群
衆
出
版
社
、
北
京
、
一
九
八
二
年
)
　
七
頁
。

(
8
)
　
干
浩
成
「
説
法
　
(
法
を
論
じ
る
)
」
民
主
・
法
制
・
社
会
主
義
1
〇
二
-
T
〇
五
貢
へ
　
i
〇
三
頁
(
群
衆
出
版
社
、
北
京
、
l
九
八
五
年
)
O

(
9
)
　
監
全
普
・
前
掲
。
引
用
は
'
董
必
武
「
1
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
法
改
革
の
重
要
な
場
面
」
に
よ
る
　
(
監
全
普
・
前
掲
六
頁
参
照
)
.
萱
は
、
中
国
に
お

け
る
法
の
支
配
の
退
潮
を
批
判
す
る
1
九
五
六
年
の
演
説
の
中
で
も
へ
こ
の
言
葉
を
使
っ
て
い
る
0
　
1
九
八
六
年
に
は
、
(
彼
は
1
九
七
五
年
に
死
去
し
た

が
)
彼
の
生
誕
1
0
0
年
を
記
念
し
て
、
そ
の
先
駆
的
業
績
を
賞
賛
す
る
多
-
の
論
文
が
中
国
の
法
律
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
法
学
季
刊
八

六
巻
二
号
(
1
九
八
六
年
)
　
九
-
I
 
l
l
l
貢
、
同
八
六
巻
三
号
　
(
1
九
八
六
年
)
　
1
ニ
ー
1
四
貢
、
中
国
法
学
八
六
巻
三
号
　
二
九
八
六
年
)
　
l
0
-
1
二

頁
及
び
l
二
I
l
七
頁
O

三
　
法
　
学
　
教
　
育

法
律
の
専
門
家
の
養
成
と
い
う
面
に
お
い
て
、
ま
た
、
人
々
に
法
の
重
要
性
を
教
え
る
と
い
う
面
に
お
い
て
も
、
強
力
な
法
学
教
育
の

制
度
な
し
に
は
、
法
の
支
配
は
存
在
し
え
な
い
。
中
国
で
は
、
法
学
教
育
は
、
法
制
度
の
発
展
と
同
様
へ
　
曲
が
り
-
ね
っ
た
途
を
辿
っ
て

(S)

き
た
0
　
1
九
五
1
年
に
は
、
法
学
部
を
持
つ
大
学
は
約
三
六
校
あ
っ
た
.
こ
れ
ら
の
学
部
に
は
、
学
部
学
生
が
四
へ
　
二
二
五
人
、
大
学
院

(
3
)

生
が
一
七
五
人
在
学
し
て
い
た
。
学
部
学
生
の
数
は
一
九
五
七
年
の
ピ
ー
ク
時
に
は
、
八
、
二
四
五
人
に
達
し
た
。
し
か
し
'
一
九
五
〇

年
代
後
半
に
は
'
中
国
に
お
け
る
法
律
懐
疑
の
思
想
の
台
頭
に
伴
っ
て
'
法
学
部
及
び
法
律
大
学
院
の
ほ
と
ん
ど
は
閉
鎖
さ
れ
'
学
生
数

P噸E

も
急
激
に
減
少
し
て
1
九
七
三
年
に
は
三
六
人
と
な
っ
た
.

1
九
七
八
年
の
第
三
次
総
会
の
あ
と
へ
閉
鎖
さ
れ
て
い
た
法
学
部
及
び
法
律
大
学
院
が
再
開
さ
れ
、
新
し
い
温
学
部
及
び
法
律
大
学
院

m
爪

も
設
立
さ
れ
た
。
そ
し
て
へ
　
1
九
八
八
年
現
在
で
、
三
六
校
の
大
学
が
法
学
部
を
持
ち
、
二
l
九
校
の
政
治
・
法
律
専
門
学
院
が
存
在
し
た
。
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(S)

こ
れ
ら
の
課
程
に
は
、
総
計
四
三
、
六
五
四
人
の
学
部
学
生
と
三
、
八
二
一
人
の
大
学
院
生
が
在
学
し
て
い
た
。

さ
ら
に
、
法
学
部
や
法
律
専
門
学
院
に
加
え
て
、
国
家
の
レ
ベ
ル
や
地
方
の
レ
ベ
ル
で
法
律
研
究
の
多
-
の
組
織
が
設
立
さ
れ
た
。
一

s

九
八
八
年
現
在
で
は
、
約
五
九
の
組
織
が
存
在
し
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
る
と
、
法
律
専
攻
の
教
授
及
び
研
究
者
は
中
国
の
法
改

{
S

革
に
お
い
て
'
ま
す
ま
す
重
要
な
役
割
を
果
た
す
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
統
計
が
与
え
る
印
象
は
強
-
、
こ
れ
だ
け
を
見
て
も
'
中
国
に
お
い
て
法
の
支
配
へ
の
尊
重
が
強
ま
っ
て
き
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
と
思
う
。
こ
の
講
演
で
は
中
国
の
法
学
教
育
の
内
容
を
論
じ
る
十
分
な
時
間
は
な
い
。
ソ
連
崩
壊
の
前
に
、
一
九
八
〇
年
代
の
中

国
は
ソ
連
の
法
学
へ
の
強
い
依
存
か
ら
'
資
本
主
義
か
社
会
主
義
か
を
問
わ
ず
'
い
か
な
る
法
制
度
か
ら
も
学
ぶ
方
向
へ
転
換
を
開
始
し

(
3
)
'

た
と
い
う
こ
と
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

と
は
い
っ
て
も
、
中
国
の
教
育
制
度
が
'
日
本
や
欧
米
の
そ
れ
に
劣
ら
ず
優
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
つ
も
り
は
な
い
。
最
も
大
き
な

問
題
の
1
つ
は
、
学
生
・
教
師
・
研
究
者
に
相
変
わ
ら
ず
表
現
の
自
由
が
な
い
こ
と
で
あ
る
.
そ
の
例
外
(
こ
れ
は
何
が
原
則
か
を
証
明
し

(
3

て
い
る
)
は
'
中
国
で
最
も
遠
慮
な
-
も
の
を
言
う
法
改
革
擁
護
者
の
一
人
で
あ
る
干
浩
成
(
Y
u
H
a
o
c
h
e
n
g
)
で
あ
る
。
法
学
に
関
す
る

彼
の
多
-
の
論
稿
に
共
通
す
る
テ
ー
マ
は
、
法
学
に
関
す
る
自
由
か
つ
活
発
な
意
見
交
換
が
非
常
に
重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
四
年
の
論
文
の
中
で
、
千
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
最
近
、
指
導
的
な
同
志
の
多
-
が
、
理
論
家
及
び
大
学
人
は
理
論
と
実
践
の
統
合
を
強
調
し
、
現
実
の
問
題
の
解
決
に
努
力
す
べ

き
で
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
れ
は
極
め
て
正
当
で
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
そ
れ
を
望
ま
な
い
者
は
非
常
に
わ
ず
か
で
あ
る
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
恐
れ
か
ら
そ
れ
を
実
践
し
な
い
者
が
多
い
。
一
つ
誤
り
を
犯
せ
ば
'
非
難
さ
れ
、
か
つ
'
あ
る
い
は
へ
無
数
の

自
己
批
判
を
忍
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
に
仕
事
を
失
っ
た
同
志
さ
え
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
で
、
あ
え
て
新
し
い

g
)

問
題
に
取
り
組
み
、
あ
る
い
は
へ
創
造
的
な
見
解
を
表
明
す
る
者
が
あ
ろ
う
か
ノ
」
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法
学
教
育
と
い
え
ば
、
正
式
な
法
学
教
育
と
並
ん
で
、
法
律
の
重
要
性
及
び
法
律
の
機
能
を
中
国
の
人
民
全
体
に
い
か
に
し
て
教
え
る

か
も
問
題
で
あ
る
.
中
国
で
、
人
民
に
法
律
知
識
を
広
め
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
の
は
、
司
法
省
(
国
務
院
法
務
部
)
で
あ
る
。
1
二
億
人

を
超
え
る
人
口
で
、
識
字
率
が
極
め
て
低
く
法
制
度
の
伝
統
も
な
い
中
国
で
は
、
こ
れ
は
容
易
な
仕
事
で
は
な
い
。

中
国
で
法
律
知
識
を
普
及
さ
せ
る
こ
と
の
困
難
さ
は
'
犯
罪
者
の
中
に
、
中
国
共
産
党
の
い
わ
ゆ
る
「
指
導
的
幹
部
」
の
よ
う
な
、
人

S
)

民
を
指
導
す
べ
き
立
場
の
人
々
が
含
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
-
な
い
と
い
う
事
実
に
よ
っ
て
増
幅
さ
れ
る
。
賄
賂
事
件
へ
警
察
官
に
よ
る
拷

(

S

3

)

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

(

S

)

問
、
そ
の
他
政
府
の
役
人
が
法
律
の
上
に
立
つ
ご
と
-
に
振
る
舞
う
例
が
ま
だ
多
-
あ
る
。
こ
れ
は
新
し
い
問
題
で
は
な
い
。
そ
し
て
、

政
府
は
、
法
の
支
配
の
重
要
性
に
関
す
る
教
育
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
司
法
省
を
通
じ
て
、
指
導
的
幹
部
の
た
め
の
特
別
な
研
修

(
5
)

計
画
を
実
施
し
て
い
る
。

(
S
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
・
中
国
法
四
十
年
(
上
海
人
民
出
版
社
へ
一
九
八
九
年
)
　
二
頁
。

(
3
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
こ
別
掲
二
貢
。

(
2
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
こ
別
掲
五
貢
。

(
2
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
・
前
掲
一
六
頁
。

(
1
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
こ
別
掲
七
貢
。

(
」
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
こ
別
掲
八
頁
o
こ
の
数
字
に
は
'
職
業
学
校
で
法
律
を
専
攻
す
る
四
六
、
〇
九
五
人
の
学
生
を
含
ん
で
い
な
い
　
(
前
掲
丁
七
頁
)
o

(
2
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
こ
別
掲
八
頁
。

(
5
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
こ
別
掲
九
1
一
〇
頁
。

(
1
)
　
張
友
漁
「
為
什
麿
制
定
這
部
民
法
通
則
(
な
ぜ
我
々
は
民
法
典
を
施
行
し
た
か
)
」
中
国
法
学
1
九
八
六
年
四
号
三
1
九
貢
、
七
頁
。

(
3
)
　
干
浩
成
は
一
九
二
五
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
彼
は
か
つ
て
政
治
学
協
会
の
副
会
長
で
あ
り
'
群
衆
出
版
社
の
社
長
で
あ
っ
た
が
、
天
安
門
事
件
の
勃
発
に

際
し
て
裁
判
を
経
ず
に
投
獄
さ
れ
、
約
1
七
ケ
月
後
に
釈
放
さ
れ
た
(
H
o
n
o
l
u
l
u
S
t
a
r
-
B
u
l
l
e
t
i
n
,
J
a
n
u
a
r
y
8
,
1
9
9
2
a
t
A
-
8
,
c
o
l
.
1
)
-
　
九
九
〇
年

六
月
、
彼
は
中
国
共
産
党
か
ら
除
名
さ
れ
た
。
そ
の
後
に
西
側
の
報
道
機
関
が
彼
に
つ
い
て
報
道
し
た
の
は
'
一
九
九
二
年
に
、
彼
の
ほ
か
二
人
の
中
国
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の
知
識
人
が
ニ
ュ
ー
・
ヨ
ー
ク
に
本
部
を
置
-
人
権
保
護
組
織
へ
中
国
人
権
委
員
会
の
役
員
に
な
っ
た
と
き
で
あ
っ
た
　
(
T
h
e
J
a
p
a
n
T
i
m
e
s
,
J
u
l
y
1
5
,

1
9
9
2
,
p
.
7
,
c
o
l
.
1
)
c

(
g
)
　
干
浩
成
「
我
国
法
制
建
設
和
法
学
研
究
中
的
問
題
(
中
国
の
法
制
度
の
建
設
及
び
法
学
研
究
に
お
い
て
論
じ
る
べ
き
諸
問
題
)
」
民
主
・
法
制
・
社
会
主

義
二
四
五
-
二
五
一
貫
、
二
五
〇
頁
。
子
は
こ
の
テ
ー
マ
を
天
安
門
事
件
の
直
前
に
再
度
取
り
上
げ
た
　
(
前
註
(
6
)
四
1
五
貢
)
0

v
c
x
j
)
　
劉
瀞
「
当
前
執
法
中
的
若
干
問
題
及
其
対
策
(
法
の
執
行
に
関
す
る
若
干
の
問
題
)
」
法
学
季
刊
八
八
巻
八
号
-
(
1
九
八
八
年
)
　
l
三
I
〓
ハ
貢
o
薬
誠

「
頒
導
干
部
学
法
憧
法
是
当
務
之
急
(
我
が
指
導
的
幹
部
に
と
っ
て
法
の
研
究
及
び
理
解
が
最
優
先
の
重
要
性
を
も
つ
こ
と
)
」
法
学
季
刊
八
六
巻
一
号
(
一

九
八
六
年
)
　
三
-
六
貢
。
薬
は
現
在
の
司
法
大
臣
で
あ
る
。

¥
0
3
J
　
劉
翰
こ
別
掲
-
四
貢
O

/
c
o
¥
　
た
と
え
ば
、
監
全
普
・
前
掲
六
貢
参
照
。

(
3
)
　
秦
誠
・
前
掲
四
貢
。
ま
た
へ
張
友
漁
ほ
か
編
こ
削
註
(
S
)
1
　
I
-
一
二
貢
参
照
。

四
　
法
　
　
改
　
　
革

欧
米
で
は
'
我
々
は
、
1
九
七
八
年
以
降
に
中
国
で
起
草
さ
れ
た
新
し
い
法
律
を
指
し
て
'
「
法
改
革
(
l
a
w
r
e
f
o
r
m
)
」
と
い
う
言
葉
を

使
う
。
し
か
し
'
こ
れ
は
お
そ
ら
-
言
葉
の
誤
用
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
は
、
「
改
革
」
ま
た
は
「
改
正
」
さ
れ
る
べ
き
法
制
度
が

す
で
に
存
在
す
る
こ
と
が
前
控
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
'
そ
れ
ま
で
の
中
国
に
は
法
制
度
と
い
っ
た
も
の
は
存
在

<:'-,)

し
な
か
っ
た
.
1
九
四
九
年
か
ら
一
九
七
八
年
の
間
に
多
-
の
法
律
・
規
則
が
施
行
さ
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
も
っ
て
他
の
国
々
の
法
体
系

に
匹
敵
す
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
「
法
改
革
」
を
表
現
す
る
に
は
'
中
国
の
人
々
の
用
い
る
表
現
に

倣
っ
て
、
「
中
国
的
特
徴
を
有
す
る
社
会
主
義
的
法
制
度
の
建
設
」
と
い
う
の
が
よ
り
正
確
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
表
現
を
簡
単
に
す
る
た

め
に
、
こ
こ
で
は
以
下
で
も
「
法
改
革
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
こ
と
に
し
た
い
。
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第
三
次
総
会
以
降
の
法
改
革
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
施
行
さ
れ
た
法
律
の
数
が
一
九
七
八
年
以
降
に
急
激
に
増
加
し
て
い
る
こ
と
は
驚

く
に
あ
た
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
中
国
の
最
高
立
法
機
関
で
あ
る
全
国
人
民
代
表
大
会
が
l
九
八
〇
年
代
に
施
行
し
た
法
令
の
数
は
、
そ

(S)

れ
ま
で
の
三
〇
年
間
の
四
倍
以
上
に
上
る
o
ま
た
、
そ
の
新
し
い
立
法
の
多
-
が
、
1
九
八
四
年
の
憲
法
、
刑
法
、
行
政
手
続
法
、
民
事

訴
訟
法
、
刑
事
訴
訟
法
、
及
び
、
民
法
な
ど
の
主
要
な
法
律
で
あ
る
。

政
府
が
中
国
の
経
済
成
長
の
促
進
を
目
指
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
経
済
分
野
で
の
法
改
革
は
最
近
と
-
に
活
発
で
あ
る
。
あ
る
欧
米
人

(
a

が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
,
こ
の
分
野
の
新
法
の
多
-
は
個
人
の
自
治
を
強
調
す
る
新
た
な
経
済
関
係
及
び
諸
権
利
を
創
設
し
て
い
る
。
さ

1
l
J
ご

ら
に
、
裁
判
所
の
統
計
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
権
利
の
実
現
に
つ
い
て
裁
判
所
を
頼
る
中
国
人
が
毎
年
増
加
し
て
い
る
。
中
国
の
将
来
に

と
っ
て
経
済
改
革
は
非
常
に
重
要
で
あ
り
'
政
府
は
こ
れ
ら
新
し
い
権
利
の
保
護
を
保
障
す
る
た
め
に
で
き
る
限
り
の
こ
と
を
な
し
、
そ

れ
に
よ
っ
て
法
の
支
配
の
成
長
に
貢
献
し
て
い
る
。

v
c
s
w
　
こ
れ
ら
多
-
の
法
令
は
i
九
四
九
年
か
ら
l
九
六
三
年
の
間
に
施
行
さ
れ
た
(
監
全
普
・
前
掲
九
1
1
0
頁
)
0

K
c
o
)
　
劃
瀞
・
前
掲
一
三
貢
。

(
S
3
)
　
E
d
w
a
r
d
J
.
E
p
s
t
e
i
n
,
"
C
h
i
n
a
'
s
L
e
g
a
l
R
e
f
o
r
m
s
"
,
C
h
i
n
a
R
e
v
i
e
w
,
(
1
9
9
1
)
,
p
p
.
9
.
1
-
9
.
3
8
,
a
t
p
.
9
.
3
4
.

f
O
O
¥
　
五
八
九
年
に
裁
判
所
に
提
起
さ
れ
た
経
済
紛
争
の
事
件
は
六
九
四
、
九
〇
七
件
で
、
l
九
八
八
年
よ
り
二
四
へ
七
六
%
増
加
し
て
い
る
(
「
最
高
人
民

法
院
工
作
報
告
」
人
民
日
報
-
九
九
i
年
四
旦
〇
二
1
日
)
o
 
l
九
九
〇
年
に
は
、
中
国
人
民
に
職
務
の
僻
台
貰
た
は
権
限
の
濫
用
を
理
由
に
政
府
の

機
関
を
訴
え
る
権
利
を
明
示
的
に
与
え
る
行
政
手
続
法
が
可
決
さ
れ
た
。
こ
れ
に
伴
っ
て
、
行
政
の
違
法
行
為
を
主
張
す
る
訴
え
は
、
ほ
ぼ
ー
〇
〇
%
の

増
加
を
示
し
た
(
「
重
荷
人
民
法
院
工
作
報
告
」
人
民
日
報
l
九
九
一
年
四
月
七
日
・
1
I
I
百
)
O
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五
　
法
　
　
理
　
　
論

中
国
に
法
の
支
配
が
存
在
す
る
こ
と
の
証
拠
は
、
中
国
の
法
律
研
究
者
が
現
代
中
国
の
法
律
問
題
を
論
じ
た
多
-
の
書
物
や
論
文
の
中

に
も
見
出
さ
れ
る
.
こ
こ
で
は
'
1
九
八
〇
年
代
に
特
に
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
問
題
の
う
ち
の
二
つ
に
つ
い
て
簡
単
に
言
及
し
た

い
。
そ
れ
は
'
法
の
支
配
(
法
治
)
と
人
に
よ
る
支
配
(
大
治
)
の
問
題
、
及
び
、
そ
れ
に
関
連
す
る
、
法
と
政
治
政
策
と
の
関
係
と
い
う

問
題
で
あ
る
。

A
　
法
治
と
人
治

中
国
の
法
学
で
は
、
法
の
支
配
(
法
治
)
は
、
中
国
の
法
律
学
者
が
そ
の
反
意
語
と
考
え
て
い
る
、
人
に
よ
る
支
配
(
大
治
)
と
常
に
関

連
さ
せ
て
論
じ
ら
れ
る
。
欧
米
で
い
う
法
の
支
配
と
は
、
政
府
の
す
べ
て
の
決
定
が
法
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
法
制
度
を
指
す
。
こ
れ
に

(
2
9
)

対
し
て
、
人
に
よ
る
支
配
(
人
治
)
と
は
、
法
が
1
般
に
無
視
さ
れ
、
決
定
が
個
人
の
気
ま
ぐ
れ
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
法
制
度
を
指
す
.

こ
の
間
題
に
関
す
る
議
論
は
、
少
な
-
と
も
一
九
五
〇
年
代
に
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。
当
時
は
、
過
去
の
封
建
制
度
が
、
人
に
よ
る
支
配

(
8
)

が
人
民
抑
圧
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
例
と
し
て
非
難
の
的
に
な
っ
た
.
新
し
い
中
華
人
民
共
和
国
政
府
は
当
B
'
法
の
支
配
を
押
し
進
め

た
が
、
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
'
法
の
支
配
の
原
則
は
、
1
九
五
〇
年
代
後
半
へ
毛
主
席
(
C
h
a
i
r
m
a
n
M
a
o
)
に
よ
っ
て
放
棄
さ
れ
た
.

一
九
七
八
年
の
第
三
次
総
会
以
降
、
法
の
支
配
が
再
び
支
持
さ
れ
へ
一
九
七
九
年
か
ら
一
九
八
一
年
の
間
に
、
中
国
の
法
律
関
係
の
雑

(
3
)

誌
で
'
法
の
支
配
と
人
に
よ
る
支
配
(
人
治
)
を
論
じ
た
論
文
が
四
〇
件
以
上
も
公
表
さ
れ
た
。
こ
の
点
に
関
す
る
議
論
は
一
九
八
〇
年
代

を
通
し
て
行
わ
れ
た
が
、
そ
の
中
で
、
文
化
大
革
命
が
弊
害
を
も
た
ら
し
た
原
因
は
法
の
支
配
を
排
除
し
た
点
に
あ
る
こ
と
、
及
び
へ
中

(
8
)

国
の
発
展
の
た
め
に
は
法
の
支
配
を
遵
守
す
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
1
般
的
な
合
意
が
で
き
て
き
た
o
し
か
し
、
よ
り
現
実
を
直
視
す
れ
ば
、
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中
国
の
法
律
学
者
が
広
-
認
め
よ
う
に
'
指
導
的
幹
部
の
中
に
さ
え
、
法
の
支
配
よ
り
も
人
に
よ
る
支
配
(
人
治
)
を
好
む
人
々
が
今
な
お

(
3
3
)

存
在
し
て
い
る
。

B
　
法
と
政
治
政
策

法
の
支
配
と
人
に
よ
る
支
配
(
大
治
)
に
関
す
る
論
争
に
関
連
し
て
、
法
と
政
治
政
策
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
る
。
法
律
及
び

規
則
の
数
が
一
般
に
少
な
い
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
が
今
日
も
政
治
政
策
に
大
き
-
依
存
し
て
い
る
こ
と
は
ご
-
当
然
で
あ
る
。
さ
ら

(S)

に
、
法
律
が
施
行
さ
れ
て
い
る
分
野
で
も
、
法
律
は
一
般
に
政
治
政
策
の
具
体
化
と
み
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
終
局
的
な
目
標
は
、
政

(
8
)

治
政
策
へ
の
依
存
か
ら
法
へ
の
依
存
へ
と
向
か
う
こ
と
に
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
国
家
の
憲
法
及
び
中
国
共
産
党
の
憲
法
(
綱
領
)
は
と
も
に
一
九
八
〇
年
代
に
改
正
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
規
定
に
よ
れ
ば
、

(
3
6
)

す
べ
て
の
国
家
機
関
及
び
党
は
、
国
家
の
憲
法
及
び
法
律
を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
る
.
第
1
二
期
党
大
会
で
党
が
提

出
し
た
報
告
書
は
、
こ
の
新
し
い
規
定
に
つ
い
て
次
の
よ
う
な
注
釈
を
加
え
て
い
る
。

「
と
り
わ
け
我
々
は
'
国
家
の
憲
法
及
び
法
律
の
遵
守
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
、
多
-
の
党
員
を
教
育
し
、
指
揮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
党
の
新
し
い
綱
領
の
規
定
は
、
党
は
国
家
の
憲
法
及
び
法
律
の
枠
内
で
活
動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
定
め
る
が
、
こ
れ
は

非
常
に
重
要
な
原
則
で
あ
る
。
党
の
中
央
委
員
会
か
ら
一
般
大
衆
の
単
位
組
織
に
至
る
ま
で
、
覚
の
い
か
な
る
組
織
の
活
動
も
、
国

家
の
憲
法
及
び
法
律
と
抵
触
し
て
は
な
ら
な
い
。
党
は
人
民
の
一
部
で
あ
る
。
党
は
'
国
家
の
憲
法
及
び
法
律
の
施
行
に
つ
い
て
人

民
を
指
導
す
る
。
権
限
を
与
え
ら
れ
た
様
々
な
機
関
に
よ
っ
て
ひ
と
た
び
施
行
さ
れ
た
な
ら
ば
、
党
全
体
が
そ
れ
を
遵
守
し
な
け
れ

R

ば
な
ら
な
い
。
」

法
律
よ
り
も
政
策
が
尊
重
さ
れ
る
理
由
の
1
つ
と
し
て
、
1
般
に
政
策
は
法
律
よ
り
も
柔
軟
で
、
改
訂
が
容
易
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

'
-
-
'
)

挙
げ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
l
九
七
八
年
に
郡
小
平
が
(
D
e
n
g
X
i
a
o
p
i
n
g
)
が
行
っ
た
演
説
の
l
部
は
、
こ
の
政
策
の
柔
軟
性
は
長
所
で
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は
な
小
と
述
べ
て
い
る
O

「
我
々
は
'
民
主
制
を
制
度
化
し
、
体
系
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
我
々
は
、
指
導
者
が
代
わ
っ
て
も
,
ま
た
、
指
導
者
の
見
解
・

(
8

利
害
が
変
化
し
て
も
、
こ
の
制
度
及
び
こ
れ
ら
の
法
律
に
変
化
が
な
い
こ
と
を
保
障
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」

(S)

し
か
し
'
特
定
の
法
令
が
政
治
政
策
と
抵
触
す
る
場
合
に
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
中
国

(
3
)

で
は
依
然
と
し
て
政
策
が
最
重
要
で
あ
る
と
主
張
す
る
者
も
あ
る
。
し
か
し
、
議
論
は
続
い
て
お
り
、
両
者
が
抵
触
す
る
場
合
に
は
法
律

(
4
2
)

が
政
策
に
優
先
す
る
と
主
張
す
る
中
国
人
の
法
律
学
者
も
あ
る
。

法
治
と
人
治
と
に
関
す
る
中
国
に
お
け
る
議
論
の
要
約
と
し
て
、
張
友
漁
ほ
か
編
・
前
註
(
S
)
八
七
-
八
九
貫
o

(
m
)
　
M
i
c
h
a
e
l
,
s
u
p
r
a
,
a
t
1
2
6
.

(
5
3
)
　
張
友
漁
ほ
か
編
・
前
註
(
S
)
八
七
貢
。
こ
れ
ら
の
論
稿
は
後
に
次
の
論
文
集
に
ま
と
め
ら
れ
た
。
『
法
治
与
人
治
問
題
討
論
集
(
法
治
と
人
治
に
関
す
る

論
文
集
)
』
(
群
衆
出
版
社
、
北
京
、
1
九
八
1
年
)
o

(
g
n
　
劉
升
平
「
中
国
法
制
四
十
年
的
発
展
及
其
歴
史
経
験
(
中
国
法
制
の
四
十
年
の
発
展
と
そ
の
歴
史
的
経
験
)
」
現
代
法
学
完
八
九
年
五
号
ニ
ー
八
貢
,

六
貢
。
干
浩
成
・
前
註
(
6
)
二
貢
。

張
友
漁
ほ
か
編
・
前
註
(
S
)
八
九
貢
O
劉
瀞
・
前
掲
妄
頁
。
現
在
、
こ
の
間
題
に
関
し
て
は
,
二
つ
の
立
場
が
あ
る
o
ひ
と
つ
は
、
法
の
支
配
は
独

立
に
存
在
し
う
る
し
、
存
在
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
単
純
す
ぎ
る
と
し
て
,
実
際
に
は
、
純

粋
な
法
の
支
配
や
純
粋
な
人
に
よ
る
支
配
(
人
治
)
は
い
ま
だ
か
つ
て
存
在
し
な
い
と
考
え
る
立
場
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
,
こ
れ
ら
が
相
互
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
及
ぼ
す
か
に
か
か
わ
ら
ず
'
法
の
支
配
が
主
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
い
う
点
で
は
,
両
者
の
立
場
は
f
致
す
る
で
あ
そ
つ
0

¥
c
r
>
)
¥
c
o
)
　
干
浩
成
・
前
註
(
g
u
二
四
七
貢
o

K
e
n
)
　
国
家
の
憲
法
第
五
条
は
'
「
す
べ
て
の
国
家
機
関
へ
軍
隊
、
す
べ
て
の
政
党
及
び
公
的
組
織
、
並
び
に
,
す
べ
て
の
企
業
及
び
事
業
は
,
憲
法
及
び
法
律

を
遵
守
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
る
。
共
産
党
の
賛
法
(
綱
領
)
の
総
桐
は
,
「
党
は
、
国
家
の
憲
法
及
び
法
律
に
よ
っ
て
許
容
さ
れ
る
範
囲
内

で
そ
の
活
動
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
」
と
定
め
る
。

引
用
は
、
薬
誠
・
前
註
(
S
)
五
頁
。
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(
3
)
　
た
と
え
ば
、
張
友
漁
ほ
か
編
・
前
註
(
S
)
九
1
7
九
二
頁
o

(
8
)
　
引
用
は
、
干
浩
成
・
前
註
(
g
)
二
四
八
貢
。

(
4
)
　
こ
の
問
題
1
殻
に
つ
い
て
の
英
語
に
よ
る
優
れ
た
議
論
と
し
て
、
H
s
i
a
T
a
o
-
t
a
i
a
n
d
C
o
n
s
t
a
n
c
e
A
x
i
n
n
J
o
h
n
s
o
n
,
L
a
w
M
a
k
i
n
g
i
n
t
h
e
P
e
o
p
l
e
'
s

R
e
p
u
b
l
i
c
o
f
C
h
i
n
a
:
T
e
r
m
s
,
P
r
o
c
e
d
u
r
e
s
,
H
i
e
r
a
r
c
h
y
a
n
d
l
n
t
e
r
p
r
e
t
a
t
i
o
n
,
L
a
w
L
i
b
r
a
r
y
,
L
i
b
r
a
r
y
o
f
C
o
n
g
r
e
s
s
,
W
a
s
h
i
n
g
t
o
n
D
.
C
.
,
1
9
8
6
,

p
p
.
2
4
-
2
9
.

(

4

1

こ

　

た

と

え

ば

、

L

i

w

e

i

W

a

n

g

,

 

'

'

C

h

i

n

a

'

s

 

P

a

t

e

n

t

L

a

w

"

,

U

C

L

A

P

a

c

i

f

i

c

B

a

s

i

n

L

a

w

J

o

u

r

n

a

l

,

9

(

S

p

r

i

n

g

1

9

9

1

)

,

2

5

†

2

7

5

a

t

2

5

7

.

(
5
?
)
　
李
歩
云
「
法
制
へ
民
主
へ
自
由
」
　
(
四
川
人
民
出
版
社
、
成
都
、
一
九
八
五
年
)
　
六
九
-
七
〇
頁
。

六
　
結

請

日
本
や
合
衆
国
で
み
ら
れ
る
よ
う
な
法
の
支
配
が
、
中
国
に
は
ま
だ
存
在
し
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し
か
し
'
私
が
今
日
お
話

し
し
た
と
こ
ろ
か
ら
す
れ
ば
、
中
国
で
も
少
な
-
と
も
、
法
の
支
配
の
精
神
は
健
在
で
あ
り
、
い
つ
の
日
に
か
中
国
の
人
民
は
そ
の
恩
恵

を
享
受
す
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
ま
で
、
我
々
は
、
法
の
支
配
を
中
国
に
実
現
す
る
た
め
の
中
国
法
の
改
革
者
た
ち
の
努
力
を
支
持
す
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
の
こ

と
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
中
国
・
合
衆
国
・
日
本
の
継
続
的
な
学
術
交
流
は
、
お
そ
ら
-
そ
の
最
良
の
方
法
の
一
つ
で
あ
る
。
ま

た
、
中
国
の
経
済
改
革
を
支
援
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
台
湾
に
お
け
る
よ
う
に
、
経
済
改
革
が
成
功
す
れ
ば
、
政
治

的
改
革
の
実
現
も
遠
-
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
干
浩
成
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
物
質
的
に
裕
福
な
生
活
の
み
を
求
め
て
、
政
治
的
な
権
利
を
1
切
欲
し
な
い
者
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
.
ど
れ
ほ
ど
良
い
食
事

(
4
3
)

が
与
え
ら
れ
て
も
も
牢
獄
で
の
生
活
は
快
適
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
」
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(
S
?
)
　
干
浩
成
こ
削
註
(
S
)
二
四
六
貢
。

〔
原
題
〕

C

h

i

n

a

 

a

n

d

t

h

e

 

R

u

一

e

 

o

f

L

a

w

〔
著
者
紹
介
〕

L
a
w
r
e
n
c
e
C
.
F
o
s
t
a
r
ハ
ワ
イ
大
学
ロ
ー
ス
ク
ー
ル
副
学
長

〔
訳
者
　
註
〕
　
本
講
演
は
、
平
成
四
年
七
旦
〇
日
に
広
島
大
学
法
学
会
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
当
日
は
、
多
-
の
聴
講
者
を
得
て
,
講
演
後
も
活

発
な
質
疑
応
答
が
行
わ
れ
た
。
残
念
な
が
ら
そ
の
内
容
を
こ
こ
に
再
現
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
法
学
部
の
教
官
諸
氏
や
中
国
か
ら
本
学
大
学
院
へ
の
留
学
生
諸

氏
な
ど
を
交
え
て
、
現
代
中
国
に
お
け
る
法
の
支
配
の
実
像
に
つ
い
て
非
常
に
興
味
深
い
議
論
が
あ
っ
た
O
そ
の
中
に
は
、
鋭
い
指
摘
も
あ
り
、
フ
ォ
ス
タ
ー
教
授

も
後
に
翻
訳
者
宛
の
手
紙
の
中
で
少
な
か
ら
ず
得
る
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。

講
演
者
の
ロ
ー
レ
ン
ス
・
フ
ォ
ス
タ
ー
教
授
は
'
現
在
、
ハ
ワ
イ
大
学
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
副
学
部
長
(
A
s
s
o
c
i
a
t
e
D
e
a
n
)
で
あ
る
が
'
当
輿
中
国
語
を
学
び
、

博
士
号
を
取
得
し
、
そ
の
後
へ
中
国
法
研
究
の
か
た
わ
ら
、
長
年
の
弁
護
士
実
務
の
経
験
を
経
て
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
中
国
語
に
堪
能
で
、
当
日
の
質
疑
応
答
も

1
部
は
中
国
語
で
行
わ
れ
た
。

な
お
、
こ
の
翻
訳
は
'
講
演
後
に
講
演
者
か
ら
送
付
さ
れ
た
七
月
三
7
日
付
け
の
原
稿
に
基
づ
-
も
の
で
あ
る
O
講
演
内
容
と
ご
-
1
部
の
相
違
が
あ
る
が
、
そ

の
趣
旨
に
は
変
更
は
な
い
。
ま
た
、
こ
こ
で
は
原
稿
に
忠
実
に
註
を
付
し
て
い
る
が
、
表
記
の
上
で
、
現
代
中
国
の
簡
化
字
の
字
体
を
再
現
で
き
て
い
な
い
部
分
が

あ
る
こ
と
を
お
断
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。




